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【修 正 版 _2020 年 12 ⽉】   

    

第 ⼆ 回 イ ク ボ ス 充 実 度 ア ン ケー ト 調 査 結 果 を 発 表   
都 道 府 県 が 三 重 県、 市 区 町 村 は 北 九 州 市 が そ れ ぞ れ 2 年 連 続 ラ ン キ ン グ 1 位   

  
  
全 国 で イ ク ボ ス を 推 進 す る NPO 法 ⼈ ファ ザー リ ン グ・ ジャ パ ン (東 京 都   千 代 ⽥ 区、 代 表   安 藤 哲 
也; 以 下 FJ) で は、 令 和 2 年 3 ⽉ 末 ま で に 「イ ク ボ ス 宣 ⾔」 を ⾏っ た 全 国 283 の ⾃ 治 体 を 対 象 に、 
「第 ⼆ 回 イ ク ボ ス 充 実 度 ア ン ケー ト 調 査」 を 実 施 し ま し た。 そ の う ち 155 ⾃ 治 体 か ら 得 ら れ た 回 
答 を 集 計 し ま し た の で、 そ の 結 果 お よ び ラ ン キ ン グ を 発 表 し ま す。   
  
  
調 査 結 果 の ハ イ ラ イ ト   
  
・ 最 初 の イ ク ボ ス 宣 ⾔ ： 2016 年 が 都 道 府 県 （ 46% ）、 市 区 町 村 （ 45% ） と も に 最 多   
・ HP ・ 動 画 等 イ ク ボ ス 周 知 ツー ル に よ る 情 報 発 信 は、 前 回 2017 年 調 査 時 よ り い ず れ も 増 加   
・ イ ク ボ ス の ⾏ 動 計 画 ： 都 道 府 県 86% 、 市 区 町 村 51% が 職 員 に 課 し て い る   
・ 男 性 の 育 児 休 業 取 得 率 ： 都 道 府 県 は 10~20% 未 満、 市 区 町 村 は 10% 未 満 が と も に 最 多   
・ ⼤ 半 の ⾃ 治 体 が 管 理 職 の デー タ を 集 計 で き て い な い （有 給 休 暇 取 得 率、 残 業 時 間 等）   
  
  

（ラ ン キ ン グ 上 位 10 ⾃ 治 体）   
  

（同 順 位 は 五 ⼗ ⾳ 順）   
調 査 概 要   
  
Ⅰ. 調 査 対 象 ： 令 和 2 年 3 ⽉ 末 ま で に イ ク ボ ス 宣 ⾔ を ⾏っ た 全 国 の 都 道 府 県 お よ び 市 区 町 村   
Ⅱ. 調 査 期 間 ： 2020 年 3 ⽉ 31 ⽇ 〜 同 年 11 ⽉ 30 ⽇   
Ⅲ. 調 査 ⽅ 法 ： WEB フォー ム ま た は E メー ル に よ る 回 収   
Ⅳ. 有 効 回 答 ： 155 ⾃ 治 体 （内 訳 ： 都 道 府 県 37 、 市 区 町 村 118 ）   

  

順 位   都 道 府 県 名     順 位   市 区 町 村 名   
1   三 重 県     1   北 九 州 市 （福 岡 県）   
2   ⿃ 取 県     2   千 葉 市 （千 葉 県）   
3   広 島 県     3   ⼭ 形 市 （⼭ 形 県）   
4   神 奈 川 県     4   ⼩ ⼭ 市 （栃 ⽊ 県）   
5   愛 媛 県、 静 岡 県     5   平 川 市 （⻘ 森 県）   
7   ⼭ 梨 県     6   豊 島 区 （東 京 都）   
8   愛 知 県     7   川 崎 市 （神 奈 川 県）、 周 南 市 （⼭ ⼝ 県）   
9   熊 本 県     9   氷 ⾒ 市 （富 ⼭ 県）   
10   ⼭ ⼝ 県     10   さ い た ま 市 （埼 ⽟ 県）   



第 ⼆ 回 イ ク ボ ス 充 実 度 ア ン ケー ト 調 査 【修 正 版 _2020 年 12 ⽉】   

  
  
  
  

FJ 代 表 理 事   安 藤 哲 也   コ メ ン ト   
  

  
  

  働 き ⽅ 改 ⾰ の 法 改 正 も あっ た 中、 3 年 ぶ り の 調 査 結 果 で ⾒ え て き た の は、 回 答 率 54 ％ か ら ⾔っ て も 「⼆ 
極 化」 で し た。 進 ん で い る ⾃ 治 体 と、 停 滞 し て い る ⾃ 治 体 で す。 イ ク ボ ス を 以っ て 業 務 過 多 を 防 ぎ、 職 員 
の 意 識 や 仕 事 と ⽣ 活 の 両 ⽴ を 改 善 で き て い る ⾃ 治 体 が あ る ⼀ ⽅、 時 間 外 勤 務 削 減 や 休 暇 取 得 促 進 だ け の 単 
な る 「働 か せ ⽅ 改 ⾰」 で 終 わっ て い る ⾃ 治 体 で す。 ま た イ ク ボ ス で は、 部 下 だ け で な く 上 司・ 管 理 職 ⾃ ⾝ 
の ワー ク ラ イ フ バ ラ ン ス も 求 め て い ま す が、 ⼤ 半 の ⾃ 治 体 が 管 理 職 の 休 暇 取 得 率、 残 業 時 間 等 の デー タ が 
集 計 で き て い な い 状 況 の よ う で す。 昨 今 多 く の ⾃ 治 体 か ら 聴 こ え て く る、 「管 理 職 に な り た く な い 若 ⼿ が 
増 え て い る」 と い う 課 題。 も し、 管 理 職 の 業 務 負 荷 に よ り 健 康 や 家 庭 ⽣ 活 が 損 な わ れ て い る の で あ れ ば、 
そ の 点 が 若 ⼿ の 昇 進 意 欲 を 低 下 さ せ て い る の か も し れ ま せ ん。   
  

  話 題 と なっ た 「男 性 育 休」 に 関 し て も こ の 3 年 で 取 得 率 を 伸 ば し た ⾃ 治 体 も 多 い よ う で す が、 遅々 と し 
て 進 ま な い と こ ろ も ま だ 数 多 く あ り ま す。 ⾸ 相 も 国 会 で 所 信 表 明 し た よ う に、 国 も い よ い よ 本 腰 を ⼊ れ て 
き ま し た。 来 年 以 降 さ ら な る 男 性 育 休 取 得 を 促 す 法 改 正 が 進 む ⾒ 込 み で す。 現 在 は 国 家 公 務 員 だ け に 求 め 
ら れ て い ま す が、 こ の 流 れ は お そ ら く 地 ⽅ 公 務 員 に も 来 る の で は な い で しょ う か。 育 休 を 取 得 し た い・ 取 
得 し な け れ ば な ら な い 職 員 は 確 実 に 増 え て い る の で、 イ ク ボ ス と し て 「取 り づ ら い 職 場 ⾵ ⼟」 を 変 え て く 
だ さ い。   
  

  今 回 ラ ン キ ン グ で 上 位 に ⼊っ た ⾃ 治 体 は、 そ の 施 策 の 継 続、 ⽬ 標 設 定 を 上 げ て い く こ と が 離 職 率・ 内 定 
辞 退 率 低 下、 有 能 な 職 員 を 採 ⽤ す る 有 効 な ⼀ ⼿ と な り ま す。 ⼀ ⽅、 今 回 順 位 を 著 し く 下 げ た り、 進 捗 が ⾒ 
え ず 回 答 で き な かっ た ⾃ 治 体 は、 ラ ン キ ン グ 上 位 の ⾃ 治 体 の 取 り 組 み を 学 び、 い ま ⼀ 度 イ ク ボ ス の 意 義 を 
振 り 返 り、 職 場 に お い て 効 率 の い い 業 務 管 理 を ⼼ が け ⽣ 産 性 を 上 げ る こ と。 職 員 の ⼼ ⾝ の 健 康 を 保 つ ワー 
ク と ラ イ フ の マ ネ ジ メ ン ト を ⼼ が け て、 誰 し も が 働 き や す い・ 働 き が い の 持 て る 職 場 を 築 い て く だ さ い。 
コ ロ ナ 禍 で 課 題 が さ ら に 浮 き 彫 り に なっ た 中、 イ ク ボ ス は や る べ き 職 場 改 ⾰ を 進 め て ⾏ き ま しょ う。   
  

  イ ク ボ ス が 増 え れ ば 社 会 は 変 わ る。 ファ ザー リ ン グ・ ジャ パ ン で は ⽗ 親 の 育 児 参 画 （男 性 育 休） だ け で 
は な く、 ⼥ 性 活 躍、 多 様 性 推 進、 働 き ⽅ 改 ⾰ そ し て 少 ⼦ 化 対 策 等 の た め に も、 今 後 さ ら に 全 国 の ⾃ 治 体 に 
対 し て イ ク ボ ス の 推 進 を 図っ て ⾏ き ま す。 3 年 後 の 第 3 回 調 査 に お い て も、 多 く の ⾃ 治 体 で の 更 な る 進 捗・ 
成 果 に 期 待 し て い ま す。   
  

NPO 法 ⼈ ファ ザー リ ン グ・ ジャ パ ン   
代 表 理 事     安 藤   哲 也   
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結 果 概 要 お よ び ラ ン キ ン グ   
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＜ プ ロ セ ス 調 査 ＞   
  
  
※ 「プ ロ セ ス」 と は、 イ ク ボ ス 推 進 ま た は 充 実 さ せ る に あ たっ て の 環 境 整 備 （宣 ⾔、 Ｈ Ｐ、 啓 発 ツー ル、 動 画 制 作、 
⾏ 動 計 画、 同 盟 創 設、 表 彰 制 度 な ど） を 指 し ま す。   
  
  

1. イ ク ボ ス 宣 ⾔ に つ い て   
  
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  

  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  

  
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 73% ・ い い え 27% 、 市 区 町 村 ： は い 65% ・ い い え 35% ）   
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[1-1]   イ ク ボ ス 宣 ⾔ は 何 年 何 ⽉ に し ま し た か？    ※ 対 象 期 間 は 最 初 に 宣 ⾔ を し た ⽇ か ら 後   

[1-2]   こ れ ま で 誰 が 宣 ⾔ を し ま し た か？   

[1-3]   こ れ ま で 職 員 向 け に イ ク ボ ス の 講 演 会 や 研 修 を 実 施 し ま し た か？   
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2. イ ク ボ ス の 周 知 ツー ル や ⼿ 段 に つ い て   
  
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 82% ・ い い え 18% 、 市 区 町 村 ： は い 60% ・ い い え 40% ）   
  
  
  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 63% ・ い い え 37% 、 市 区 町 村 ： は い 30% ・ い い え 70% ）   
  

  
  

  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
  

【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 27% ・ い い え 73% 、 市 区 町 村 ： は い 3% ・ い い え 97% ）   
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[2-1]   イ ク ボ ス 推 進 に つ い て ⾃ 治 体 の 公 式 ホー ム ペー ジ （ HP ） に 掲 載・ 周 知 し て い ま す か？   

[2-2]   イ ク ボ ス の 啓 発 ツー ル （パ ン フ レッ ト 等) を 作 成 し て い ま す か？     ※ 職 員 向 け、 外 部 向 け 不 問   

[2-3]   イ ク ボ ス 啓 発 の た め の 動 画 を 作 成 し て い ま す か？    ※ 職 員 向 け、 外 部 向 け 不 問   
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3. イ ク ボ ス の ⾏ 動 計 画 に つ い て   
  

  
※ 「⾏ 動 計 画」 と は 下 記 の よ う な 内 容 を 想 定 し て い ま す。   
・ イ ク ボ ス 宣 ⾔ 書 内 の 「イ ク ボ ス ア ク ショ ン プ ラ ン」 の 記 載 内 容  
・ 男 性 育 休 や 休 暇 取 得 の 数 値 ⽬ 標。 ま た は 管 理 職 ⾃ ら の 休 暇 取 得 ⽬ 標、 そ の 他 管 理 職 が 指 ⽰ さ れ た 働 き ⽅ 改 ⾰ へ の ⾏ 動 指 針 な ど   
  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 79% ・ い い え 21% 、 市 区 町 村 ： は い 47% ・ い い え 53% ）   
  

  
  

  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 57% ・ い い え 43% 、 市 区 町 村 ： は い 10% ・ い い え 90% ）   
  
  

  

  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
  

【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 13% ・ い い え 87% 、 市 区 町 村 ： は い 4% ・ い い え 96% ）   
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  [3-1]   イ ク ボ ス の ⾏ 動 計 画 を 職 員 に 課 し て い ま す か？   

[3-2]   前 問 3-1 の イ ク ボ ス ⾏ 動 計 画 と そ の 実 ⾏ 度 合 い を ⼈ 事 考 課 に 反 映 し て い ま す か？   

[3-3]   庁 内 (所 内)   で イ ク ボ ス の 表 彰 制 度 を 設 け て い ま す か？   
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4. イ ク ボ ス の 共 同 宣 ⾔ や 他 団 体 と の 協 業 に つ い て   
  

  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 43% ・ い い え 57% 、 市 区 町 村 ： は い 22% ・ い い え 78% ）   
  
  
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 29% ・ い い え 71% 、 市 区 町 村 ： は い 3% ・ い い え 97% ）   
  
  
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 82% ・ い い え 18% 、 市 区 町 村 ： は い 34% ・ い い え 66% ）   
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[4-1]   令 和 元 年 度 ま で に イ ク ボ ス 宣 ⾔ を 経 済 団 体 や ⺠ 間 企 業 等 と 共 同 で ⾏ い ま し た か？   

  [4-2]   令 和 元 年 度 ま で に 経 済 団 体 や 企 業 等 と イ ク ボ ス に 関 す る 同 盟 を 設 ⽴ し ま し た か？   

[4-3]   令 和 元 年 度 ま で に 企 業 を 対 象 に イ ク ボ ス セ ミ ナー 等 を 実 施 し ま し た か？   
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（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
【参 考】 2017 年 前 回 調 査 （都 道 府 県 ： は い 48% ・ い い え 52% 、 市 区 町 村 ： は い 6% ・ い い え 94% ）   
  

  
  
  

5. イ ク ボ ス の プ ロ セ ス に 関 す る PR ・ 備 考   
  

  
※ ⼀ 部 抜 粋 し て 紹 介 （順 不 同）   

  
▶  平 成 ２ ９ 年 ８ ⽉、 知 事 が 先 頭 に ⽴っ て、 職 員 や 社 員 の 仕 事 と ⽣ 活 を 応 援 す る 「よ か ボ ス 宣 ⾔」 を ⾏っ た 
の を ⽪ 切 り に、 県 全 体 に 「よ か ボ ス」 を 増 や し、 結 婚 や ⼦ 育 て が し や す い 県 を ⽬ 指 し、 様々 な 機 会 を 捉 え 
て 多 く の 企 業 や 事 業 所、 団 体 に 働 き か け を ⾏っ て き た。 そ の 結 果、 多 様 な 業 種 の 企 業・ 団 体 の 代 表 者、 市 
町 村 ⻑ に 賛 同 し て い た だ き、 「よ か ボ ス」 の 企 業・ 団 体 の 数 は ５ ０ ０ 社 を 超 え て い る （令 和 ２ 年 ３ ⽉ 現 
在）。   
（中 略） 「よ か ボ ス 倶 楽 部」 で は、 「よ か ボ ス 企 業」 が、 社 員 の 結 婚 や ⼦ 育 て を ⽀ 援 す る た め に ⾃ 主 的 な 
活 動 を す る た め の 補 助 制 度 を 設 け て い る ほ か、 LINE を 活 ⽤ し て AI が 24 時 間 365 ⽇、 就 学 未 満 の ⼦ 育 て に つ 
い て の お 尋 ね に 対 す る 回 答 や、 ⼦ 連 れ の お 出 か け を ⽀ 援 す る 「⼦ 育 て 応 援 の 店」 を 検 索 可 能 な 「聞 き なっ 
せ   AI   く ま も と の ⼦ 育 て」 を 協 働 で 開 発 し、 運 ⽤ を ⾏っ て い る。   
令 和 元 年 ８ ⽉ に は、 「よ か ボ ス 倶 楽 部」 に お け る 企 業 間 の 交 流 を 活 発 化 す る た め に、 「企 業 間 交 流 ⽀ 援 セ 
ン ター」 を 設 ⽴。 「よ か ボ ス 企 業」 間 の 交 流 会 や セ ミ ナー を 積 極 的 に ⽀ 援 す る な ど、 引 き 続 き 積 極 的 な 活 
動 を 続 け て い る。 （熊 本 県）   
  
▶  〇 イ ク ボ ス 同 盟 ひ ろ し ま は, 現 在 （ R2.9.1 ）, 171 名 の 経 営 者 等 に 加 盟 頂 い て お り, 第 １ 回 ア ン ケー ト 時 よ 
り ５ ０ 名 増 加 と 着 実 に 拡 ⼤ し て お り ま す。   
〇 H29 年 度 に 同 盟 公 式 パ ン フ レッ ト 「最 ⾼ の イ ク ボ ス」 （そ の 後, 令 和 元 年 度 に 改 訂） を 作 成 す る 他, イ ク 
ボ ス 同 盟 ひ ろ し ま か ら の 提 ⾔ と し て, 「イ ク ボ ス 提 ⾔ 書」 を H28 年 度 及 び H30 年 度 に 作 成・ 発 信 し て い る。   
〇 令 和 元 年 度 は, 講 師 の 講 演 後 に 知 事・ 同 盟 メ ン バー・ 講 師 が パ ネ ル ディ ス カッ ショ ン を ⾏ う 「イ ク ボ ス 
推 進 セ ミ ナー」 （２ 回） を 実 施 し, 県 内 企 業 の 意 識 変 ⾰ や 働 き ⽅ 改 ⾰ の 推 進 を ⾏っ て い ま す。 ま た, 同 盟 メ 
ン バー 向 け に 勉 強 会 （２ 回） を 開 催 し, イ ク ボ ス の さ ら な る 深 化・ 変 容 を 推 進 し て お り ま す。 （広 島 県）   
  
▶  〇 男 性 職 員 の 育 児 参 加 を 促 す た め に 新 た な 特 別 休 暇 制 度 と し て R2 年 2 ⽉ か ら 「学 校 ⾏ 事 参 加 特 別 休 暇」 
を 新 設。   
〇 育 児 を す る 職 員 を 組 織 全 体 で ⽀ 援 す る 体 制 整 備 の ⼀ 環 と し て、 R2 年 8 ⽉ か ら 庁 内 に 職 員 が 利 ⽤ 可 能 な 託 
児 所 を 設 置 し、 育 児 と 仕 事 の 両 ⽴ が で き る 職 場 環 境 を 整 備。   
〇 R2 年 4 ⽉ か ら、 育 休 中 の 職 員 が 定 期 的 に （ 2~3 か ⽉ に 1 回） 職 場 で 上 司 と ⼦ 連 れ ⾯ 談 を す る こ と と し、 
職 場 全 体 で 育 休 中 の 職 員 を ⽀ え る 運 動 を 開 始。   
〇 R1 年 7 ⽉ か ら ス ター ト し た テ レ ワー ク 制 度 に つ い て は、 部 下 職 員 （特 に 育 児 を ⾏ う 職 員） に よ る 利 ⽤ を 
促 進 す る た め に 所 属 ⻑ か ら 計 画 的 に 実 施 さ せ、 多 様 な 働 き ⽅ を 許 容 す る 雰 囲 気 づ く り を 実 施。 （⼭ 梨 県）   
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[4-4]   企 業 向 け に イ ク ボ ス ア ワー ド な ど の 表 彰 制 度 を 設 け て い ま す か？   

[5-1]    そ の 他 イ ク ボ ス の プ ロ セ ス （環 境 整 備） に 関 し て Ｐ R ポ イ ン ト が あ り ま し た ら ⾃ 由 に ご 
記 ⼊ く だ さ い。   
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▶  市 ⻑ が、 職 員 の 仕 事 と ⽣ 活 の 調 和 （ワー ク・ ラ イ フ・   バ ラ ン ス） の 推 進 を 図 り、 ⾃ ら も そ の 充 実 に 努 
め る た め イ ク ボ ス 宣 ⾔ を ⾏っ た。 内 容 は、 ⾃ ら の 公 務 を 早 め て 帰 宅 す る 「育 児 休 暇」 を ２ か ⽉ 間 取 得。 市 
の 男 性 職 員 で 育 児 休 暇 を 取 得 し て い る 職 員 が 少 な い こ と に 市 ⻑ が 問 題 意 識 も 持 ち、 男 性 の 育 児 参 加 を 促 す 
た め に メッ セー ジ を 出 し た い と 思 い ⾃ ら 実 践 し た。 こ の こ と が 話 題 と な り マ ス コ ミ 各 社 か ら 取 材 を 受 け 
る。 話 題 性 が ⼤ き かっ た の は、 ⽂ 藝 春 秋 ３ ⽉ 号 （ 2020 年） に お い て、 ２ か ⽉ 間 の 育 休 に つ い て の 記 事 が 
掲 載。 本 の タ イ ト ル は、 「進 次 郎 必 読！ ⻄ 尾 市 ⻑ の 「   夜 だ け 育 休」 ⽇ 記」。 今 後 は、 職 員 の ワー ク・ ラ 
イ フ・ バ ラ ン ス を 理 解 し、 個々 の 活 躍 を 後 押 し す る こ と が で き る 管 理 職 を 増 や し て い き た い と 考 え て い 
る。 （⻄ 尾 市）   
  
▶  平 成 ２ ９ 年 度 に 市 内 の 企 業 を 対 象 と し た 「イ ク ボ ス 宣 ⾔ 企 業 ⽀ 援 事 業」 を 創 設 し ま し た。 こ の 制 度 は、 
市 内 の 企 業 に 対 し 「イ ク ボ ス 宣 ⾔」 を す る 際 の セ ミ ナー や 研 修 会 開 催 に 係 る 講 師 の 費 ⽤ を 助 成 す る も の 
で、 市 内 の 企 業 が イ ク ボ ス 宣 ⾔ し や す い 環 境 を 整 え る こ と を ⽬ 的 に 実 施 し て い ま す。 こ の 制 度 を 活 ⽤ し、 
平 成 ３ ０ 年 ２ ⽉ １ ⽇ に 市 内 の 保 育 園 と こ ど も 園 の 施 設 ⻑ ら が イ ク ボ ス セ ミ ナー を 受 講 し た 後 「ホ イ ク ボ ス 
宣 ⾔」 を ⾏ い ま し た。 ま た、 全 国 で は 初 と な る 「ホ イ ク ボ ス 同 盟」 も 締 結 す る な ど、 市 内 に イ ク ボ ス の 輪 
が 広 がっ て き て い ま す。 （平 川 市）   
  
▶  庁 内 向 け に は、 毎 ⽉ 19 ⽇ を イ ク ボ ス の ⽇ と し て、 遅 く と も 19 時 ま で の 完 全 退 庁 や 管 理 職 の ⾏ 動 宣 ⾔ の 
実 ⾏ を 呼 び 掛 け て い ま す。 当 ⽇ の 朝 に は 各 職 員 の PC に 画 像 を 表 ⽰ し、 そ の ⽇ に ま つ わ る 話 題 と と も に イ 
ク ボ ス の ⽇ の 周 知 を ⾏っ て い ま す。 ま た、 こ の ⽇ に 合 わ せ て 管 理 職 向 け の 「イ ク ボ ス チェッ ク」 を 実 施 し 
(不 定 期)、 管 理 職 の 知 識 習 得・ 意 識 醸 成 を 図っ て い ま す。 （坂 井 市）   
  
ほ か   
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＜ 成 果 調 査 ＞   
  
※ 「成 果」 と は、 イ ク ボ ス 推 進 ま た は 充 実 さ せ た こ と の 客 観 的 な 成 果 数 値 （男 性 の 育 児 休 業・ 育 児 休 暇、 有 給 休 暇 取 得 率、 ⼥ 性 職 
員 の 割 合 な ど） を 指 し ま す。   
  
※ 実 施 時 期 に つ い て   
【 0 年 ⽬】 ＝ イ ク ボ ス 宣 ⾔ す る 直 前 の 年 度   【現 在】 ＝ 算 出 で き る 最 も 直 近 の 期   
  
※ 設 問 6 〜 12 の 各 数 値 の 「算 出 ⽅ 法」 は  こ ち ら  を 参 照 く だ さ い   
※ 回 答 数 値 が 「算 出 不 能」 な 場 合 は  こ ち ら  を 参 照 く だ さ い  
  
  

6. 男 性 の 「育 児 休 業」 取 得 率 に つ い て   
  
※ 「育 児 休 業」 と は 法 律 で 定 め ら れ て い る 国 の 制 度 を い い ま す   
  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   

  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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6-1. 【 0 年 ⽬】 の 男 性 の 育 児 休 業 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

6-2. 【現 在】 の 男 性 の 育 児 休 業 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

https://ikuboss.com/seika
https://ikuboss.com/seika2
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7. 男 性 の 「育 児 休 暇」 取 得 率 に つ い て   
  
※ 「育 児 休 暇」 と は ⾃ 治 体 や 事 業 所 独 ⾃ の 制 度 を い い ま す   
  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  

  
  
  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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7-1. 【 0 年 ⽬】 の 男 性 の 育 児 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

7-2. 【現 在】 の 男 性 の 育 児 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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8. 「有 給 休 暇」 取 得 率 に つ い て   

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ ⾮ 管 理 職 と 管 理 職 を 分 け て 把 握 し て い な い 場 合 は 「無 効 回 答」 と し て 集 計   

  
  
  

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ ⾮ 管 理 職 と 管 理 職 を 分 け て 把 握 し て い な い 場 合 は 「無 効 回 答」 と し て 集 計   
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8-1. 【 0 年 ⽬】 の ⾮ 管 理 職 の 有 給 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

8-2.   【現 在】 の ⾮ 管 理 職 の 有 給 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ ⾮ 管 理 職 と 管 理 職 を 分 け て 把 握 し て い な い 場 合 は 「無 効 回 答」 と し て 集 計   
  

  
  

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ ⾮ 管 理 職 と 管 理 職 を 分 け て 把 握 し て い な い 場 合 は 「無 効 回 答」 と し て 集 計   
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8-3. 【 0 年 ⽬】 の 管 理 職 の 有 給 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

8-4. 【現 在】 の 管 理 職 の 有 給 休 暇 取 得 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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9. ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間 に つ い て   

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  
  

  

  

  
（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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9-1. 【 0 年 ⽬】 の ⾮ 管 理 職 の ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

9-2. 【現 在】 の ⾮ 管 理 職 の ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ 管 理 職 の デー タ を 集 計 し て い な い 場 合 は 「不 明」 と し て 集 計   

  
  

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
※ 管 理 職 の デー タ を 集 計 し て い な い 場 合 は 「不 明」 と し て 集 計   
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9-3. 【 0 年 ⽬】 の 管 理 職 の ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

9-4. 【現 在】 の 管 理 職 の ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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10. 係 ⻑ 級 に あ る 者 に 占 め る ⼥ 性 職 員 の 割 合 に つ い て   

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  
  

  
  

  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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10-1. 【 0 年 ⽬】 の 係 ⻑ の ⼥ 性 ⽐ 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

10-2. 【現 在】 の 係 ⻑ の ⼥ 性 ⽐ 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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11. 管 理 職 に 占 め る ⼥ 性 職 員 の 割 合 に つ い て   
  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  

  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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11-1. 【 0 年 ⽬】 の 管 理 職 の ⼥ 性 ⽐ 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

11-2 【現 在】 の 管 理 職 の ⼥ 性 ⽐ 率 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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12. ⼀ ⼈ 当 た り の 年 間 総 実 労 働 時 間 に つ い て   
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
  
  
  
  

  

  
  

（都 道 府 県 n=37   市 区 町 村 n=118 ）   
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12-1. 【 0 年 ⽬】 の ⼀ ⼈ 当 た り の 年 間 総 実 労 働 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   

12-2. 【現 在】 の ⼀ ⼈ 当 た り の 年 間 総 実 労 働 時 間 を ご 記 ⼊ く だ さ い。   
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5. イ ク ボ ス の プ ロ セ ス に 関 す る PR ・ 備 考   
  

  
※ ⼀ 部 抜 粋 し て 紹 介 （順 不 同）   

  
▶  男 性 の ⼦ 育 て ⽬ 的 の 休 暇 等 の 取 得 促 進 に つ い て は、 育 児 休 業 制 度 等 を 掲 載 し た 男 性 職 員 向 け リー フ レッ 
ト を 作 成 し、 対 象 職 員 が 休 暇 等 を 取 得 で き る よ う 積 極 的 に 検 討 す る よ う 各 所 属 ⻑ に 通 知 し、 積 極 的 な 対 応 
を 促 し て い ま す。   
  育 児 休 暇 取 得 率 ： （ H27 年 度） 3.1%   →   （ H30 年 度） 17.9%   
（本 県 は、 育 児 休 暇 取 得 率 （育 児 休 業、 部 分 休 業、 育 児 短 時 間 勤 務） に つ い て 数 値 ⽬ 標 を 定 め、 公 表 し て 
い ま す。） （群 ⾺ 県）   
  
▶  ・ ⼥ 性 管 理 職 の 登 ⽤ に つ い て は、 2020 年 4 ⽉ １ ⽇ 時 点 で 15.2 ％ と、 過 去 最 ⾼ と な り、 特 定 事 業 主 ⾏ 動 計 
画 の ⽬ 標 （ 2020 年 度 ま で 15 ％） を 達 成 し た。   
・ 男 性 の 育 児 休 業 等 取 得 促 進 の 取 り 組 み と し て、 職 員 を 対 象 し た 外 部 講 師 に よ る セ ミ ナー 等 を 実 施。 （⼭ 
形 県）   
  
▶  男 性 職 員 の 育 休 取 得 に つ い て は ， ⼦ ど も が ⽣ ま れ る 男 性 職 員 に 対 し て 上 司 が ⾯ 談 を ⾏ い ， 休 暇 取 得 の 計 
画 を ⼀ 緒 に ⽴ て る と いっ た 取 組 み な ど か ら ， 育 休 取 得 率 は ２ ０ ． ２ ％ に 上 昇 し て い る。   
市 役 所 の ⼥ 性 登 ⽤ に つ い て は ， 福 岡 市 特 定 事 業 主 ⾏ 動 計 画 に 基 づ き ， ⼥ 性 職 員 が 管 理 職 等 と し て 相 応 し い 
経 験 を 積 み ， 能 ⼒ の 向 上 を 図 る こ と が で き る よ う ， 様々 な 部 署 へ の 配 置 や 研 修 実 施 に 努 め る と と も に ， ⼥ 
性 職 員 が そ の 能 ⼒ を ⼗ 分 に 発 揮 で き る よ う 勤 務 環 境 の 整 備 な ど に 取 り 組 ん で お り ， ⼥ 性 管 理 職 の 割 合 は １ 
５ ． ５ ％ に 上 昇 し て い る。 （福 岡 市）   
  
  

  ▶  【成 果 数 値】   
・ ⾏ 政 職 給 料 表 （ 1 ） 適 ⽤ 職 員 ※ １ の 管 理・ 監 督 職 う ち、 ⼥ 性 職 員 の 割 合 ※ ２ ： （ H27.4.1 現 在） 14.1%→ 
（ R2.4.1 現 在） 18.3%   
※ １ ⼀ 般 の ⾏ 政 事 務 に 従 事 す る 事 務 職 員 や、 技 術 職 員 等   
※ ２ 特 定 事 業 主 ⾏ 動 計 画 で は こ の 数 値 を 使 ⽤ し て い ま す。   

・ ⾏ 政 職 給 料 表 （ 1 ） 適 ⽤ 職 員 の う ち、 ⼥ 性 職 員 の 割 合 ： （ H27.4.1 現 在） 35.5%→ （ R2.4.1 現 在） 40.8% 
・ 男 性 職 員 の 育 児 休 業 取 得 率 ： （ H27 年 度） 5.9%→ （ R1 年 度） 9.1%   
【推 進 す る た め に 実 施 し た 内 容 な ど】   
・ 管 理 職 全 員 を 対 象 と し て、 H27.2 に イ ク ボ ス 研 修、 H31.3 に イ ク ボ ス・ ケ ア ボ ス 研 修 を 開 催。   
・ ⼥ 性 職 員 ⾃ ら が キャ リ ア デ ザ イ ン を 具 体 的 に 描 く 機 会 と す る た め、 ⼥ 性 管 理・ 監 督 職 員 の 経 験 談 を 聞 
き、 意 ⾒ 交 換 を ⾏ う 研 修 を 毎 年 開 催。   
・ 「職 員 の ⼦ 育 て ⽀ 援 ガ イ ド」 を 部 下 職 員 が 出 産 す る こ と と なっ た 所 属 ⻑ に 配 布。   
・ H29 年 度 か ら、 本 市 独 ⾃ に 介 護 休 暇 を 最 ⻑ で 1 年 間 取 得 で き る よ う 条 例 改 正 を ⾏ い、 介 護 に 係 る 制 度 を 
充 実。   
・ 部 下 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 縮 減 に つ な が る 業 務 改 善 な ど に つ い て は ⼈ 事 評 価 に 反 映。 （⼤ 和 市）   
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[5-1]    そ の 他 イ ク ボ ス の プ ロ セ ス （環 境 整 備） に 関 し て PR ポ イ ン ト が あ り ま し た ら ⾃ 由 に ご 
記 ⼊ く だ さ い。   
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順 位  （前 回 順 位）   都 道 府 県 名   総 合 点     順 位  （前 回 順 位）   都 道 府 県 名   総 合 点   

1  （ 1 ）  →   三 重 県   151     23  （ 17 ）  ↓   千 葉 県   81   

2  （ 3 ）  ↑   ⿃ 取 県   145     24  （ 32 ）  ↑   ⻘ 森 県   80   

3  （ 2 ）  ↓   広 島 県   135     25  （ 17 ）  ↓   茨 城 県   78   

4  （ 4 ）  →   神 奈 川 県   130     26  （ 30 ）  ↑   岩 ⼿ 県   76   

5  （ 4 ）  ↓   愛 媛 県   121     26  （ − ）   ⻑ 崎 県   76   

5  （ − ）   静 岡 県   121     28  （ 13 ）  ↓   宮 崎 県   74   

7  （ 27 ）  ↑   ⼭ 梨 県   118     29  （ − ）   福 井 県   71   

8  （ 8 ）  →   愛 知 県   114     30  （ 20 ）  ↓   群 ⾺ 県   70   

9  （ 22 ）  ↑   熊 本 県   112     31  （ 34 ）  ↑   北 海 道   69   

10  （ 13 ）  ↑   ⼭ ⼝ 県   111     32  （ − ）   秋 ⽥ 県   67   

11  （ 22 ）  ↑   ⾼ 知 県   109     33  （ 24 ）  ↓   ⿅ 児 島 県   58   

12  （ 13 ）  ↑   岡 ⼭ 県   108     34  （ 35 ）  ↑   沖 縄 県   56   

13  （ − ）   佐 賀 県   105     35  （ − ）   ⼤ 分 県   53   

13  （ 20 ）  ↑   ⾹ 川 県   105     36  （ 30 ）  ↓   ⻑ 野 県   51   

15  （ 24 ）  ↑   ⼭ 形 県   102     37  （ 28 ）  ↓   島 根 県   49   

16  （ 13 ）  ↓   滋 賀 県   91     （ − ） は 前 回 未 回 答 ま た は 今 回 新 た に 回 答   
※ 同 順 位 は 五 ⼗ ⾳ 順  

17  （ 7 ）  ↓   栃 ⽊ 県   90     

17  （ 10 ）  ↓   福 島 県   90     

19  （ 12 ）  ↓   岐 ⾩ 県   86     

19  （ 19 ）  ↓   徳 島 県   86     

19  （ 10 ）  ↓   宮 城 県   86     

22  （ 28 ）  ↑   新 潟 県   83     
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順 位  （前 回 順 位）   市 区 町 村 名   総 合 点     順 位  （前 回 順 位）   市 区 町 村 名   総 合 点   

1  （ 1 ） →   北 九 州 市 （福 岡 県）   153     25  （ − ）   ⻄ 尾 市 （愛 知 県）   92   

2  （ 2 ） →   千 葉 市 （千 葉 県）   132     25  （ − ）   東 海 村 （茨 城 県）   92   

3  （ 11 ） ↑   ⼭ 形 市 （⼭ 形 県）   130     27  （ − ）   真 岡 市 （栃 ⽊ 県）   91   

4  （ − ）   ⼩ ⼭ 市 （栃 ⽊ 県）   126     28  （ 36 ）  ↑   瀬 ⼾ 市 （愛 知 県）   90   

5  （ 72 ） ↑   平 川 市 （⻘ 森 県）   119     28 （ − ）   ⽇ ⽥ 市 （⼤ 分 県）   90   

6  （ 41 ） ↑   豊 島 区 （東 京 都）   118     30  （ − ）   ⼩ 平 市 （東 京 都）   89   

7 （ 11 ） ↑   川 崎 市 （神 奈 川 県）   116     30  （ − ）   中 野 区 （東 京 都）   89   

7 （ 3 ） ↓   周 南 市 （⼭ ⼝ 県）   116     30  （ − ）   南 部 町 （⿃ 取 県）   89   

9 （ − ）   氷 ⾒ 市 （富 ⼭ 県）   114     30  （ 11 ） ↓   横 浜 市 （神 奈 川 県）   89   

10  （ 5 ）  ↓   さ い た ま 市 （埼 ⽟ 県）   112     30  （ − ）   ⼤ 府 市 （愛 知 県）   89   

11  （ − ）   箕 輪 町 （⻑ 野 県）   111     35  （ − ）   ⼾ ⽥ 市 （埼 ⽟ 県）   88   

12  （ 27 ）  ↑   千 歳 市 （北 海 道）   110     35  （ − ）   下 野 市 （栃 ⽊ 県）   88   

13  （ 11 ）  ↓   坂 井 市 （福 井 県）   108     37  （ 23 ） ↓   秋 ⽥ 市 （秋 ⽥ 県）   87   

14  （ 49 ）  ↑   ⽯ 岡 市 （茨 城 県）   106     37  （ 41 ） ↑   新 潟 市 （新 潟 県）   87   

15  （ − ）   佐 世 保 市 （⻑ 崎 県）   104     37  （ 27 ） ↓   廿 ⽇ 市 市 （広 島 県）   87   

16  （ 57 ）  ↑   ⼤ 和 市 （神 奈 川 県）   102     37  （ − ）   須 賀 川 市 （福 島 県）   87   

17 （ − ）   伊 賀 市 （三 重 県）   100     37  （ − ）   ⼩ ⾦ 井 市 （東 京 都）   87   

18 （ − ）   射 ⽔ 市 （富 ⼭ 県）   99     42  （ 87 ） ↑   菊 池 市 （熊 本 県）   85   

19  （ 18 ） ↓   丸 ⻲ 市 （⾹ 川 県）   97     42  （ 23 ） ↓   相 模 原 市 （神 奈 川 県）  85   

20  （ − ）   ⼩ ⽮ 部 市 （富 ⼭ 県）   95     42  （ − ）   芽 室 町 （北 海 道）   85   

20 （ − ）   薩 摩 川 内 市 （⿅ 児 島 県）   95     45  （ − ）   豊 中 市 （⼤ 阪 府）   83   

20  （ 27 ）  ↑   新 居 浜 市 （愛 媛 県）   95     46  （ 36 ） ↓   岸 和 ⽥ 市 （⼤ 阪 府）   82   

23  （ 36 ）  ↑   岩 美 町 （⿃ 取 県）   94     46  （ 7 ） ↓   裾 野 市 （静 岡 県）   82   

23  （ 68 ）  ↑   苫 ⼩ 牧 市 （北 海 道）   94     46  （ 27 ） ↓   平 塚 市 （神 奈 川 県）   82   
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49  （ 79 ） ↑   三 股 町 （宮 崎 県）   81     76  （ − ）   雲 南 市 （島 根 県）   70   

50  （ − ）   厚 ⽊ 市 （神 奈 川 県）   80     76  （ − ）   ⼩ ⾖ 島 町 （⾹ 川 県）   70   

50  （ − ）   富 ⼠ 宮 市 （静 岡 県）   80     78  （ − ）   今 治 市 （愛 媛 県）   69   

52  （ 49 ） ↓   桑 名 市 （三 重 県）   79     78  （ − ）   中 央 市 （⼭ 梨 県）   69   

52  （ − ）   下 諏 訪 町 （⻑ 野 県）   79     78  （ − ）   河 北 町 （⼭ 形 県）   69   

52  （ − ）   ⽇ 野 市 （東 京 都）   79     81  （ 49 ） ↓   古 賀 市 （福 岡 県）   68   

55  （ 36 ） ↓   武 蔵 野 市 （東 京 都）   78     81  （ − ）   ⽝ ⼭ 市 （愛 知 県）   68   

55  （ − ）   東 郷 町 （愛 知 県）   78     81  （ − ）   伊 那 市 （⻑ 野 県）   68   

57  （ − ）   墨 ⽥ 区 （東 京 都）   77     84  （ 21 ） ↓   岡 ⼭ 市 （岡 ⼭ 県）   67   

57  （ − ）   ⽇ 南 市 （宮 崎 県）   77     84  （ 27 ） ↓   燕 市 （新 潟 県）   67   

57  （ − ）   ⼤ 仙 市 （秋 ⽥ 県）   77     84  （ 49 ） ↓   福 岡 市 （福 岡 県）   67   

60  （ − ）   ⿅ 児 島 市 （⿅ 児 島 県）   76     84  （ 49 ） ↓   益 ⽥ 市 （島 根 県）   67   

61  （ − ）   津 ⼭ 市 （岡 ⼭ 県）   75     84  （ 87 ） ↓   四 ⽇ 市 市 （三 重 県）   67   

61  （ − ）   ⼤ 津 市 （滋 賀 県）   75     89  （ − ）   川 ⼝ 市 （埼 ⽟ 県）   66   

61  （ − ）   飯 塚 市 （福 岡 県）   75     89  （ − ）   藤 枝 市 （静 岡 県）   66   

64  （ 57 ） ↓   鎌 倉 市 （神 奈 川 県）   74     91  （ − ）   飯 ⽥ 市 （⻑ 野 県）   65   

64  （ 18 ） ↓   静 岡 市 （静 岡 県）   74     91  （ 9 ） ↓   ⿂ 津 市 （富 ⼭ 県）   65   

64  （ 49 ） ↓   ⾼ 岡 市 （富 ⼭ 県）   74     91  （ 9 ） ↓   堺 市 （⼤ 阪 府）   65   

64  （ 57 ） ↓   ⽇ 向 市 （宮 崎 県）   74     91  （ 49 ） ↓   広 島 市 （広 島 県）   65   

64  （ 41 ） ↓   宮 崎 市 （宮 崎 県）   74     95  （ − ）   新 座 市 （埼 ⽟ 県）   64   

64  （ 27 ） ↓   守 ⼭ 市 （滋 賀 県）   74     96  （ − ）   内 ⼦ 町 （愛 媛 県）   63   

64  （ − ）   福 ⽣ 市 （東 京 都）   74     96  （ 68 ） ↓   常 総 市 （茨 城 県）   63   

64  （ − ）   菊 川 市 （静 岡 県）   74     96  （ 79 ） ↓   延 岡 市 （宮 崎 県）   63   

72  （ 7 ） ↓   北 杜 市 （⼭ 梨 県）   73     99  （ 62 ） ↓   我 孫 ⼦ 市 （千 葉 県）   60   

72  （ − ）   ⾼ 松 市 （⾹ 川 県）   73     100  （ 72 ） ↓   ⽥ 川 市 （福 岡 県）   59   

74  （ − ）   ⻄ 条 市 （愛 媛 県）   71     100  （ − ）   ⻑ 井 市 （⼭ 形 県）   59   

74  （ 62 ） ↓   諸 塚 村 （宮 崎 県）   71     100  （ 62 ） ↓   ⽇ 之 影 町 （宮 崎 県）   59   
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100  （ − ）   ⻑ 浜 市 （滋 賀 県）   59          

104  （ 27 ） ↓   い わ き 市 （福 島 県）   58          

104  （ 72 ） ↓   ⼤ 阪 市 ⻄ 成 区 （⼤ 阪 府）   58          

106  （ − ）   伊 ⽅ 町 （愛 媛 県）   55          

106  （ − ）   松 本 市 （⻑ 野 県）   55          

108  （ 79 ） ↓   久 慈 市 （岩 ⼿ 県）   54          

108  （ 57 ） ↓   琴 浦 町 （⿃ 取 県）   54          

108  （ − ）   ⻑ 和 町 （⻑ 野 県）   54          

111  （ − ）   ⻯ 王 町 （滋 賀 県）   51          

112  （ 41 ） ↓   浜 松 市 （静 岡 県）   50          

112  （ − ）   砥 部 町 （愛 媛 県）   50          

112  （ − ）   芦 屋 市 （兵 庫 県）   50          

115  （ 79 ） ↓   ⾼ 鍋 町 （宮 崎 県）   49          

115  （ − ）   結 城 市 （茨 城 県）   49          

117  （ 72 ） ↓   柏 原 市 （⼤ 阪 府）   48          

118  （ 27 ） ↓   仙 台 市 （宮 城 県）   32          

（ − ） は 前 回 未 回 答 ま た は 今 回 新 た に 回 答         
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１ 位   三 重 県 （ 151 点）   
  

  こ の た び は、 都 道 府 県 の イ ク ボ ス ラ ン キ ン グ で、 前 回 に 引 き 続 き 栄 え あ る 第 １ 位 の 評 価 を い た だ き、 あ り が と う 
ご ざ い ま す！   
  今 回、 「連 覇」 を 達 成 す る こ と が で き た の は、 イ ク ボ ス の ⼤ 切 さ を 理 解 し、 ⽇々 前 向 き に 取 組 を 推 進 し て い る 企 
業 や 関 係 団 体、 市 町 の 皆 様 の 頑 張 り の 賜 物 で す。 三 重 県 の 全 て の イ ク ボ ス の 皆 さ ん に 敬 意 を 表 す る と と も に、 「連 
覇」 の 喜 び を 全 員 で 分 か ち 合 い た い と 思 い ま す。 ま た、 安 藤 代 表 理 事 を は じ め、 ファ ザー リ ン グ・ ジャ パ ン の 皆 様 
の こ れ ま で の ア ド バ イ ス に ⼼ よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す。   
  三 重 県 で は、 前 回 調 査 以 降、 イ ク ボ ス の さ ら な る 普 及 と 定 着 を め ざ し、 「男 性 育 児 休 業 （休 暇） の 取 得 率 向 上」 
や 「⼥ 性 職 員 の 積 極 的 な 登 ⽤」 な ど、 率 先 垂 範 し て 県 庁 内 の 取 組 を 強 化 し て き ま し た。 あ わ せ て、 企 業 の 皆 さ ん と 
連 携 し て、 現 場 で の 実 践 を ⽀ 援 す る 仕 組 み の 構 築 な ど に 取 り 組 み、 企 業 同 ⼠ が 互 い の 実 践 事 例 を 紹 介 し 合 う な ど、 
⾃ 発 的 な 活 動 も 進 ん で い ま す。 「み え の イ ク ボ ス 同 盟」 の 企 業 か ら は、 「職 場 の ⾵ 通 し が 良 く なっ た！」、 「何 で 
も 相 談 で き る ⾵ ⼟ と な り、 社 員 が 定 着 す る よ う に なっ た！」 な ど、 ポ ジ ティ ブ な 声 が た く さ ん 寄 せ ら れ て い ま す。   
  今 回 も 第 1 位 の 評 価 を い た だ き ま し た が、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 「新 し い ⽣ 活 様 式」 の 定 着 に 伴 い、 イ 
ク ボ ス に 期 待 さ れ る 役 割 や 内 容 は さ ら に 拡 がっ て い ま す の で、 次 回 の 調 査 で 「三 連 覇」 の 評 価 が い た だ け る よ う、 
全 国 の ⾃ 治 体 と 切 磋 琢 磨 し な が ら、 さ ら に 県 内 が ⼀ 致 団 結 し て 取 組 を 加 速 し て い き ま す。 皆 さ ん も ⼀ 緒 に 頑 張 り ま 
しょ う！   

三 重 県 知 事   鈴 ⽊ 英 敬   

  

２ 位   ⿃ 取 県 （ 145 点）   

  図 ら ず も ⾼ い 評 価 を い た だ き、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す。 こ こ に ⾄ る ま で、 県 ⺠・ 企 業 な ど 多 く の 皆 様 の ご 理 
解 と ご 協 ⼒ を い た だ い て き た こ と に、 ⼼ よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す。   
  ⿃ 取 県 で は、 育 児 を し な が ら 働 き 続 け ら れ る 職 場 環 境 づ く り を 担 う ワー ク・ ラ イ フ・ バ ラ ン ス の 実 践 リー ダー 
「イ ク ボ ス」 の 推 進 を 各 職 場 の ご 賛 同 を 得 て 展 開 し て ま い り ま す と と も に、 職 場 の ⼥ 性 た ち の 声 に 基 づ い て、 職 場 
の 中 核 を 担 う 年 代 に なっ て 突 然 離 職 す る こ と の な い 職 場 づ く り に 向 け て、 介 護 し な が ら 働 き 続 け ら れ る 「イ ク ボ 
ス・ ファ ミ ボ ス」 に 発 展 さ せ な が ら、 ⿃ 取 県 独 ⾃ の 運 動 に つ な げ て お り ま す。 企 業 の 働 き や す い 職 場 環 境 づ く り や 
⼈ 材 確 保、 従 業 員 の 就 業 継 続 に 向 け、 育 児、 介 護 休 業 等 に 関 す る 就 業 規 則 の 整 備 等 を 社 会 保 険 労 務 ⼠ が ⽀ 援 す る ほ 
か、 公 的 介 護 サー ビ ス 等 の 情 報 提 供 等 を 実 施 す る コー ディ ネー ター を 派 遣 す る な ど の 事 業 は 好 評 で あ り、 県 内 の 
「イ ク ボ ス・ ファ ミ ボ ス 宣 ⾔ 企 業」 は 600 を 超 え る に ⾄ り ま し た。   
  ⿃ 取 県 庁 で は 管 理 職 全 員 が 「イ ク ボ ス・ ファ ミ ボ ス 宣 ⾔」 を ⾏ い、 ワー ク・ ラ イ フ・ バ ラ ン ス の 確 ⽴ を 具 体 的 に 
進 め る こ と と し た 結 果、 職 員 の 残 業 は 減 り、 育 児 休 業 を 取 得 す る 男 性 職 員 は 急 速 に 上 昇 し 3 割 に 達 し ま し た。 そ し 
て、 管 理 職 に 占 め る ⼥ 性 割 合 も、 課 ⻑ 以 上 で も 部 ⻑ 級 で も 全 国 1 位 と な り、 「⼥ 性 が 輝 く 県」 と し て 注 ⽬ さ れ て い ま 
す。   
  こ れ か ら も、 イ ク ボ ス 運 動 の ⼀ 翼 を 担 い、 ⿃ 取 県 か ら 新 た な 社 会 づ く り に 挑 戦 し て い き ま す。   
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１ 位   北 九 州 市 （ 153 点）   
  

  こ の 度、 「第 ２ 回 イ ク ボ ス 充 実 度 ア ン ケー ト 調 査」 に お い て、 本 市 が 市 区 町 村 ラ ン キ ン グ で 前 回 に 引 き 続 き １ 位 と 
な り、 ２ 連 覇 を 達 成 で き た こ と を ⼤ 変 嬉 し く 思 い ま す。   
  本 市 で は、 平 成 ２ ６ 年 に、 市 ⻑、 副 市 ⻑、 局 ⻑ 級 の 幹 部 職 員 全 員 が イ ク ボ ス 宣 ⾔ を ⾏っ て 以 降、 ワー ク・ ラ イ フ・ 
バ ラ ン ス の 実 現 や 市 役 所 の ⽣ 産 性 向 上 等 に 向 け て、 市 役 所 全 体 で イ ク ボ ス マ ネ ジ メ ン ト を 推 進 し、 イ ク ボ ス を ⼈ 材 育 
成 の 必 須 取 組 と し て 位 置 づ け て お り ま す。 管 理 職 必 修 の 「イ ク ボ ス 研 修」 や 部 下 が 管 理 職 を 推 薦 す る 「イ ク ボ ス 表 
彰」 の ほ か、 近 年 で は、 管 理 職 の 業 績 ⽬ 標 に お い て 育 児・ 介 護 と の 両 ⽴ ⽀ 援 を 必 須 項 ⽬ と す る、 係 ⻑ 級 の 「プ レ イ ク 
ボ ス 研 修」 を 実 施 す る 等、 更 な る 取 組 を 展 開 し て い る と こ ろ で す。   
  ま た、 平 成 ２ ９ 年 に は、 近 隣 １ ６ ⾃ 治 体 と 「北 九 州 都 市 圏 域 共 同 イ ク ボ ス 宣 ⾔」 を ⾏ い、 合 同 の イ ク ボ ス 研 修 の 実 
施 や 好 事 例 の 共 有、 ロー ル モ デ ル の 紹 介 等 の 取 組 も 推 進 し て お り ま す。   
さ ら に、 働 き や す い ま ち 北 九 州 を ⽬ 指 し、 同 年、 北 九 州 商 ⼯ 会 議 所 と 連 携 し て 「北 九 州 イ ク ボ ス 同 盟」 を 設 ⽴ し、 市 
内 企 業 等 に も イ ク ボ ス の 推 進 を 呼 び 掛 け て き ま し た。   
こ の 度 の 受 賞 は、 こ の よ う な 取 組 が 評 価 さ れ た 結 果 と 考 え て お り ま す。   
  こ れ を 機 に、 市 役 所 で の イ ク ボ ス 実 践 を よ り ⼀ 層 推 進 す る と と も に、 市 内 企 業 等 に も イ ク ボ ス の 普 及 を 図 り、 イ ク 
ボ ス の フ ロ ン ト ラ ン ナー と し て ⾛ り 続 け て 参 り ま す。   
こ の 度 は、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。     

北 九 州 市 ⻑   北 橋 健 治   

  

２ 位   千 葉 市 （ 132 点）   

  こ の 度 は、 千 葉 市 の 取 組 み を 評 価 い た だ き、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す。   
  本 市 は、 平 成 ２ ７ 年 度 に 市 内 の 企 業 や ⼤ 学 の リー ダー 6 者 と 全 国 初 の 「産・ 学・ 官」 に よ る 「イ ク ボ ス 共 同 宣 ⾔」 
を ⾏ い、 共 同 宣 ⾔ 事 業 者 か ら 構 成 す る 「ち ば イ ク ボ ス 同 盟」 （令 和 ２ 年 １ ０ ⽉ 末 時 点 で ９ 事 業 者 加 盟 中） に お い て、 
異 業 種 交 流 会 な ど の 連 携 事 業 を 毎 年 実 施 し て お り ま す。 ま た、 市 役 所 内 に お い て は、 「管 理 職 の イ ク ボ ス 宣 ⾔」 を 実 
施 し、 男 性 職 員 の 育 休 取 得 と 保 育 所 送 迎 の 促 進 に つ い て 周 知 す る な ど、 イ ク ボ ス 育 成、 イ ク ボ ス ⾵ ⼟ の 醸 成 の た め の 
取 り 組 み を 進 め て い ま す。   
  今 後 も、 市 を 挙 げ て ワー ク・ ラ イ フ・ バ ラ ン ス の 実 現 に 取 り 組 み、 ま た 市 内 の 事 業 者 の ⽅々 と 連 携 し な が ら、 働 き 
や す い 都 市・ 千 葉 市 を ⽬ 指 し、 尽 ⼒ し て ま い り ま す。   

千 葉 市   

  

３ 位   ⼭ 形 市 （ 130 点）   

  こ の た び は、 ⼭ 形 市 の 取 組 み を 評 価 い た だ き、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す。   
  ⼭ 形 市 は、 平 成 ２ ８ 年 １ ⽉ に イ ク ボ ス 宣 ⾔、 同 年 ３ ⽉ に 「第 三 期 あっ た か 家 族 応 援 プ ロ グ ラ ム」 の 策 定 を ⾏ い、 市 
役 所 全 体 で イ ク ボ ス 推 進 と ワー ク・ ラ イ フ・ バ ラ ン ス の 実 現 に 取 り 組 ん で き ま し た。   
  男 性 職 員 の 育 児 休 業 等 の 取 得 促 進 を 図 る に は、 本 ⼈ と 職 場 の 意 識 改 ⾰ か ら と い う こ と で、 ⼦ ど も が ⽣ ま れ た 男 性 職 
員 に、 私 か ら 直 接 メッ セー ジ カー ド を ⼿ 渡 す と と も に、 そ の 上 司 に 職 員 の 休 暇 取 得 等 の 配 慮 を 促 す 「あっ た か お 祝 い 
メッ セー ジ」 の 取 組 み を 平 成 ２ ８ 年 か ら 実 施 し て い ま す。   
平 成 ３ ０ 年 か ら は、 ⼦ ど も が ⽣ ま れ る 前 の 男 性 職 員 を 対 象 に 「イ ク メ ン 応 援 説 明 会」 や 「育 休 等 取 得 プ ラ ン シー ト」 
の 取 組 み を 加 え、 現 在 で は 対 象 と な る 男 性 職 員 の 約 ４ 割 が 育 児 休 業 を 取 得 す る ま で に な り ま し た。   
  ⼥ 性 の 就 労 や 活 躍 を 促 進 す る た め、 市 職 員 を 希 望 す る ⼥ 性 受 験 者 を 対 象 に パ ネ ル ディ ス カッ ショ ン や ガ イ ダ ン ス を 
開 催 す る ほ か、 管 理 職 や 係 ⻑ な ど の 監 督 職 へ の ⼥ 性 職 員 の 積 極 的 な 登 ⽤ を 図 り、 ⼥ 性 職 員 が ⼗ 分 に ⼒ を 発 揮 で き る 環 
境 づ く り に 努 め て い ま す。 ⼭ 形 市 内 の 事 業 所 で も 様々 な 取 組 み を ⾏っ て い た だ い て お り、 男 性 育 児 休 業 取 得 率 が 増 加 
傾 向 に あ り ま す。   
  今 後 も 全 市 を 挙 げ て イ ク ボ ス ⾵ ⼟ と ワー ク・ ラ イ フ・ バ ラ ン ス の 推 進 に 取 り 組 み、 社 会 全 体 で ⼦ 育 て す る 機 運 醸 成 
や 性 別 に か か わ ら ず に 活 躍 で き る 環 境 づ く り に 努 め て ま い り ま す。   

⼭ 形 市 ⻑   佐 藤 孝 弘   
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回 答 ⾃ 治 体 ⼀ 覧 （全 155 ）   

  
  

（順 不 同）   
  

  
宣 ⾔ 済 み だ が 未 回 答 の ⾃ 治 体 （全 128 件）   
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（都 道 府 県   37 ）     （市 区 町 村   118 ）   

北 海 道   
⻘ 森 県   
岩 ⼿ 県   
宮 城 県   
秋 ⽥ 県   
⼭ 形 県   
福 島 県   
茨 城 県   
栃 ⽊ 県   
群 ⾺ 県   
千 葉 県   
神 奈 川 県   
新 潟 県   
福 井 県   
⼭ 梨 県   
⻑ 野 県   
岐 ⾩ 県   
静 岡 県   
愛 知 県   
三 重 県   
滋 賀 県   
⿃ 取 県   
島 根 県   
岡 ⼭ 県   
広 島 県   
⼭ ⼝ 県   
徳 島 県   
⾹ 川 県   
愛 媛 県   
⾼ 知 県   

佐 賀 県   
⼤ 分 県   
⻑ 崎 県   
熊 本 県   
宮 崎 県   
⿅ 児 島 県   
沖 縄 県   

  千 歳 市 （北 海 道）   
芽 室 町 （北 海 道）   
苫 ⼩ 牧 市 （北 海 道）   
平 川 市 （⻘ 森 県）   
久 慈 市 （岩 ⼿ 県）   
仙 台 市 （宮 城 県）   
秋 ⽥ 市 （秋 ⽥ 県）   
⼤ 仙 市 （秋 ⽥ 県）   
⼭ 形 市 （⼭ 形 県）   
⻑ 井 市 （⼭ 形 県）   
河 北 町 （⼭ 形 県）   
い わ き 市 （福 島 県）   
須 賀 川 市 （福 島 県）   
⽯ 岡 市 （茨 城 県）   
常 総 市 （茨 城 県）   
結 城 市 （茨 城 県）   
東 海 村 （茨 城 県）   
⼩ ⼭ 市 （栃 ⽊ 県）   
下 野 市 （栃 ⽊ 県）   
真 岡 市 （栃 ⽊ 県）   
さ い た ま 市 （埼 ⽟ 県）   
川 ⼝ 市 （埼 ⽟ 県）   
⼾ ⽥ 市 （埼 ⽟ 県）   
新 座 市 （埼 ⽟ 県）   
我 孫 ⼦ 市 （千 葉 県）   
千 葉 市 （千 葉 県）   
武 蔵 野 市 （東 京 都）   
豊 島 区 （東 京 都）   
⽇ 野 市 （東 京 都）   
墨 ⽥ 区 （東 京 都）   
中 野 区 （東 京 都）   
⼩ 平 市 （東 京 都）   
福 ⽣ 市 （東 京 都）   
⼩ ⾦ 井 市 （東 京 都）   
川 崎 市 （神 奈 川 県）   
鎌 倉 市 （神 奈 川 県）   
横 浜 市 （神 奈 川 県）   
相 模 原 市 （神 奈 川 県）   
⼤ 和 市 （神 奈 川 県）   
平 塚 市 （神 奈 川 県）   

厚 ⽊ 市 （神 奈 川 県）   
燕 市 （新 潟 県）   
新 潟 市 （新 潟 県）   
⿂ 津 市 （富 ⼭ 県）   
⾼ 岡 市 （富 ⼭ 県）   
射 ⽔ 市 （富 ⼭ 県）   
氷 ⾒ 市 （富 ⼭ 県）   
⼩ ⽮ 部 市 （富 ⼭ 県）   
坂 井 市 （福 井 県）   
北 杜 市 （⼭ 梨 県）   
中 央 市 （⼭ 梨 県）   
⻑ 和 町 （⻑ 野 県）   
松 本 市 （⻑ 野 県）   
下 諏 訪 町 （⻑ 野 県）   
飯 ⽥ 市 （⻑ 野 県）   
伊 那 市 （⻑ 野 県）   
箕 輪 町 （⻑ 野 県）   
浜 松 市 （静 岡 県）   
静 岡 市 （静 岡 県）   
裾 野 市 （静 岡 県）   
富 ⼠ 宮 市 （静 岡 県）   
菊 川 市 （静 岡 県）   
藤 枝 市 （静 岡 県）   
瀬 ⼾ 市 （愛 知 県）   
⻄ 尾 市 （愛 知 県）   
東 郷 町 （愛 知 県）   
⽝ ⼭ 市 （愛 知 県）   
⼤ 府 市 （愛 知 県）   
四 ⽇ 市 市 （三 重 県）   
桑 名 市 （三 重 県）   
伊 賀 市 （三 重 県）   
守 ⼭ 市 （滋 賀 県）   
⻑ 浜 市 （滋 賀 県）   
⻯ 王 町 （滋 賀 県）   
⼤ 津 市 （滋 賀 県）   
岸 和 ⽥ 市 （⼤ 阪 府）   
柏 原 市 （⼤ 阪 府）   
⼤ 阪 市 ⻄ 成 区 （⼤ 阪 府）   
堺 市 （⼤ 阪 府）   
豊 中 市 （⼤ 阪 府）   

岩 美 町 （⿃ 取 県）   
琴 浦 町 （⿃ 取 県）   
南 部 町 （⿃ 取 県）   
益 ⽥ 市 （島 根 県）   
雲 南 市 （島 根 県）   
芦 屋 市 （兵 庫 県）   
岡 ⼭ 市 （岡 ⼭ 県）   
津 ⼭ 市 （岡 ⼭ 県）   
広 島 市 （広 島 県）   
廿 ⽇ 市 市 （広 島 県）   
周 南 市 （⼭ ⼝ 県）   
丸 ⻲ 市 （⾹ 川 県）   
⾼ 松 市 （⾹ 川 県）   
⼩ ⾖ 島 町 （⾹ 川 県）   
新 居 浜 市 （愛 媛 県）   
今 治 市 （愛 媛 県）   
⻄ 条 市 （愛 媛 県）   
砥 部 町 （愛 媛 県）   
内 ⼦ 町 （愛 媛 県）   
伊 ⽅ 町 （愛 媛 県）   
福 岡 市 （福 岡 県）   
古 賀 市 （福 岡 県）   
北 九 州 市 （福 岡 県）   
⽥ 川 市 （福 岡 県）   
飯 塚 市 （福 岡 県）   
菊 池 市 （熊 本 県）   
⽇ ⽥ 市 （⼤ 分 県）   
佐 世 保 市 （⻑ 崎 県）   
宮 崎 市 （宮 崎 県）   
延 岡 市 （宮 崎 県）   
⽇ 南 市 （宮 崎 県）   
⽇ 向 市 （宮 崎 県）   
三 股 町 （宮 崎 県）   
⾼ 鍋 町 （宮 崎 県）   
諸 塚 村 （宮 崎 県）   
⽇ 之 影 町 （宮 崎 県）   
⿅ 児 島 市 （⿅ 児 島 県）   
薩 摩 川 内 市 （⿅ 児 島 県）   

（都 道 府 県   10 ）       （市 区 町 村 118 ）     

埼 ⽟ 県   
東 京 都   
富 ⼭ 県   
⽯ 川 県   
京 都 府   
⼤ 阪 府   
兵 庫 県   
奈 良 県   

  札 幌 市 （北 海 道）   
⼤ 船 渡 市 （岩 ⼿ 県）   
⻄ 和 賀 町 （岩 ⼿ 県）   
盛 岡 市 （岩 ⼿ 県）   
釜 ⽯ 市 （岩 ⼿ 県）   
雫 ⽯ 町 （岩 ⼿ 県）   
北 上 市 （岩 ⼿ 県）   
湯 沢 市 （秋 ⽥ 県）   

⾼ 森 町 （⻑ 野 県）   
南 相 ⽊ 村 （⻑ 野 県）   
飯 綱 町 （⻑ 野 県）   
駒ヶ 根 市 （⻑ 野 県）   
⼭ 県 市 （岐 ⾩ 県）   
美 濃 加 茂 市 （岐 ⾩ 県）   
伊 ⾖ の 国 市 （静 岡 県）   
⻑ 泉 町 （静 岡 県）   

四 国 中 央 市 （愛 媛 県）   
⻄ 予 市 （愛 媛 県）   
東 温 市 （愛 媛 県）   
上 島 町 （愛 媛 県）   
久 万 ⾼ 原 町 （愛 媛 県）   
松 前 町 （愛 媛 県）   
松 野 町 （愛 媛 県）   
⻤ 北 町 （愛 媛 県）   
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※ 静 岡 市 葵 区 は 静 岡 市 と し て、 ⼤ 阪 市 ⽣ 野 区 は ⼤ 阪 市 と し て 回 答 （順 不 同）   
  
  

  
調 査 項 ⽬   

  
  
今 回 の 調 査 で は、 下 記 の 各 評 価 項 ⽬ に つ い て 各 ⾃ 治 体 の 取 組 み 状 況 を ア ン ケー ト 回 答 に よ り ⾃ ⼰ 評 価 に し 
た 結 果 を 集 計、 さ ら に ス コ ア 化 し ラ ン キ ン グ 化 し ま し た。   
    
＜ プ ロ セ ス 調 査 ＞   
・ イ ク ボ ス 宣 ⾔ の 時 期 と 宣 ⾔ 者   
・ イ ク ボ ス の 講 演 会 や 研 修 の 実 施   
・ 公 式 ホー ム ペー ジ で の 掲 載、 周 知   
・ イ ク ボ ス 啓 発 ツー ル の 作 成   
・ イ ク ボ ス 啓 発 動 画 の 作 成   
・ イ ク ボ ス ⾏ 動 計 画 を 職 員 に 課 し て い る か   
・ ⾏ 動 計 画 の 実 ⾏ 度 合 い の ⼈ 事 評 価 へ の 反 映   
・ イ ク ボ ス 表 彰 制 度 の 設 置   
・ 経 済 団 体 や ⺠ 間 企 業 な ど と の 共 同 宣 ⾔ や 同 盟 設 ⽴   
・ 企 業 向 け イ ク ボ ス セ ミ ナー の 実 施   
・ 企 業 向 け 表 彰 制 度 の 設 置   
・ そ の 他 イ ク ボ ス の プ ロ セ ス に 関 す る PR   
  
＜ 成 果 調 査 ＞   
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和 歌 ⼭ 県   
福 岡 県   

男 ⿅ 市 （秋 ⽥ 県）   
仙 北 市 （秋 ⽥ 県）   
富 ⾕ 市 （宮 城 県）   
南 陽 市 （⼭ 形 県）   
尾 花 沢 市 （⼭ 形 県）   
中 ⼭ 町 （⼭ 形 県）   
⽩ 河 市 （福 島 県）   
福 島 市 （福 島 県）   
喜 多 ⽅ 市 （福 島 県）   
栃 ⽊ 市 （栃 ⽊ 県）   
久 喜 市 （埼 ⽟ 県）   
幸 ⼿ 市 （埼 ⽟ 県）   
⼊ 間 市 （埼 ⽟ 県）   
朝 霞 市 （埼 ⽟ 県）   
成 ⽥ 市 （千 葉 県）   
東 村 ⼭ 市 （東 京 都）   
武 蔵 村 ⼭ 市 （東 京 都）   
⻄ 東 京 市 （東 京 都）   
⿊ 部 市 （富 ⼭ 県）   
⼊ 善 町 （富 ⼭ 県）   
南 砺 市 （富 ⼭ 県）   
⾦ 沢 市 （⽯ 川 県）   
上 ⽥ 市 （⻑ 野 県）   
東 御 市 （⻑ 野 県）   
⻘ ⽊ 村 （⻑ 野 県）   
坂 城 町 （⻑ 野 県）   
諏 訪 市 （⻑ 野 県）   
安 曇 野 市 （⻑ 野 県）   
須 坂 市 （⻑ 野 県）   
富 ⼠ ⾒ 町 （⻑ 野 県）   
⻑ 野 市 （⻑ 野 県）   

⾼ ⼭ 村 （⻑ 野 県）   
⽊ 祖 村 （⻑ 野 県）   
川 上 村 （⻑ 野 県）   
南 ⽊ 曽 町 （⻑ 野 県）   
千 曲 市 （⻑ 野 県）   
御 前 崎 市 （静 岡 県）   
豊 ⽥ 市 （愛 知 県）   
名 古 屋 市 （愛 知 県）   
松 阪 市 （三 重 県）   
名 張 市 （三 重 県）   
和 歌 ⼭ 市 （和 歌 ⼭ 県）   
草 津 市 （滋 賀 県）   
湖 南 市 （滋 賀 県）   
彦 根 市 （滋 賀 県）   
甲 賀 市 （滋 賀 県）   
京 都 市 （京 都 府）   
⻲ 岡 市 （京 都 府）   
茨 ⽊ 市 （⼤ 阪 府）   
⼤ 阪 市 （⼤ 阪 府）   
東 淀 川 区 （⼤ 阪 府）   
住 吉 区 （⼤ 阪 府）   
神 ⼾ 市 （兵 庫 県）   
三 ⽥ 市 （兵 庫 県）   
⽣ 駒 市 （奈 良 県）   
湯 梨 浜 町 （⿃ 取 県）   
伯 耆 町 （⿃ 取 県）   
⽇ 吉 津 村 （⿃ 取 県）   
北 栄 町 （⿃ 取 県）   
若 桜 町 （⿃ 取 県）   
愛 南 町 （愛 媛 県）   
遠 賀 町 （福 岡 県）   

⼤ 川 市 （福 岡 県）   
嘉 ⿇ 市 （福 岡 県）   
武 雄 市 （佐 賀 県）   
熊 本 市 （熊 本 県）   
都 城 市 （宮 崎 県）   
⼩ 林 市 （宮 崎 県）   
串 間 市 （宮 崎 県）   
⻄ 都 市 （宮 崎 県）   
え び の 市 （宮 崎 県）   
⾼ 原 町 （宮 崎 県）   
国 富 町 （宮 崎 県）   
綾 町 （宮 崎 県）   
新 富 町 （宮 崎 県）   
⻄ ⽶ 良 村 （宮 崎 県）   
⽊ 城 町 （宮 崎 県）   
川 南 町 （宮 崎 県）   
都 農 町 （宮 崎 県）   
⾨ 川 町 （宮 崎 県）   
椎 葉 村 （宮 崎 県）   
美 郷 町 （宮 崎 県）   
⾼ 千 穂 町 （宮 崎 県）   
五ヶ 瀬 町 （宮 崎 県）   
⽟ 野 市 （岡 ⼭ 県）   
美 作 市 （岡 ⼭ 県）   
宇 部 市 （⼭ ⼝ 県）   
松 ⼭ 市 （愛 媛 県）   
宇 和 島 市 （愛 媛 県）   
⼋ 幡 浜 市 （愛 媛 県）   
⼤ 洲 市 （愛 媛 県）   
伊 予 市 （愛 媛 県）   
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・ 男 性 の 「育 児 休 暇」 取 得 率   
・ 男 性 の 「育 児 休 業」 取 得 率   
・ 「有 給 休 暇」 取 得 率   
・ ⼀ か ⽉ の 平 均 残 業 時 間   
・ 係 ⻑ 級 に あ る 者 に 占 め る ⼥ 性 職 員 の 割 合   
・ 管 理 職 に 占 め る ⼥ 性 職 員 の 割 合   
・ ⼀ ⼈ 当 た り の 年 間 総 実 労 働 時 間   
・ そ の 他 イ ク ボ ス の 成 果 に 関 連 す る PR ・ ⼯ 夫 し た 点   
  
  
ア ン ケー ト 調 査 へ の ご 協 ⼒ あ り が と う ご ざ い ま し た。   
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【本 件 に 関 す る お 問 合 せ 先】   
  
事 務 局 ：   
NPO 法 ⼈ ファ ザー リ ン グ・ ジャ パ ン   イ ク ボ ス プ ロ ジェ ク ト   
担 当 ： 川 添 （か わ ぞ え）   
〒 101-0054   東 京 都 千 代 ⽥ 区 神 ⽥ 錦 町 3-21   ち よ だ プ ラッ ト フォー ム ス ク ウェ ア 1320   
E メー ル ：   kawazoe@ikuboss.com   


